
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

作家白洲正子は、近江の古社寺を深く愛し、その魅力を数々の作品を通して紹介しました。 

今回のシリーズは、白洲正子の作品に登場する代表的な古社寺を取り上げ、ここに豊富な

画像と共に講師の視点を加え、徹底的に解説します。これから近江の古社寺の探訪を計画

される方は無論のこと、何度も探訪、巡拝された方にも、新たな視点と魅力を提供します！

そして、近江文化の再発見に繋げて行きます。 

6 月 19 日(水) ◆延暦寺◆ 

最澄が開き、やがて現代の仏教の基礎を造り上げた寺院が延暦寺です。延暦寺に残された文化遺産、

そして今も続けられている回峰行を通して、延暦寺の魅力を解説します。 

8 月 28 日(水) ◆長命寺◆ 

聖徳太子開基伝説を持つ長命寺と取り巻く環境を白洲正子は「近江で一番美しい」と表現しています。

長命寺と奧津島山にある歴史文化遺産そして聖徳太子伝説について解説します。 

 

7 月 17 日(水) ◆園城寺(三井寺)◆ 

天台宗寺門派の総本山園城寺は、数々の苦難を乗り越え復活した不死鳥の寺院です。講座では、この

深層と、伝えられた歴史文化遺産について解説します。 

 

開催場所：大津市勤労福祉センター ５階 大ホール 

講  師：公益財団法人滋賀県文化財保護協会 普及専門員 

NPO 法人歴史資源開発機構 主任研究員 大沼 芳幸 氏 

受 講 料：３回分 １,８００円（教材費別途 ５００円） 

※受講料、教材費は開催初日６/19 に徴収させていただきます。 

定  員：先着順３０名 

持 ち 物：筆記用具 

申込期間：5 月 16 日（木）AM8：40～6 月 18 日（火） 

申込方法：電話・FAX・窓口・互助会ホームページ（詳細は裏面へ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津市勤労福祉センター 指定管理者（一財）大津市勤労者互助会 

公益財団法人 滋賀県文化財保護協会 普及専門員 

NPO 法人歴史資源開発機構 主任研究員 大沼 芳幸 氏   
 

びわ湖をめぐる文化史を考古・歴史・美術・民俗・漁業・環境等幅広い視点から研究成果

の普及活動を行っている。特に、精神文化の視点から独特の城郭論を展開するほか、白洲

正子の著作を通して、琵琶湖の文化の魅力発信にも力を入れている。 

近著として『白洲正子と歩く琵琶湖―江南編』がある。 

5 月 16 日（木）AM8：40～6 月 18 日（火）までに電話（０７７-５２２-７４７４

または 077-525-1105）、ＦＡＸ（０７７－５２３－３４９４）【講座名、氏名、

電話番号、ＦＡＸ番号を記入】または大津市勤労者互助会ホームページ

（info@otsu-gojokai.jp）の講座申込フォームよりお申し込みください。 

受講料・教材費は講座初日の 6 月 19 日（水）に徴収させていただきます。 

ＦＡＸ、ホームページからのお申し込みについては、申し込み後３日（土日祝祭日を除

く）以内にそれぞれＦＡＸ、メールにて「受付完了」の連絡をいたします。 

事務局からの返信がない場合（ホームページの場合は自動返信メールとは別途）は、受

付が完了しておりませんので、お手数ですが事務局までご連絡ください。 

※お申し込みが少数の場合は中止することがあります。 

 ※やむを得ずキャンセルされる場合は必ずご連絡ください。 

（受講料・教材費をいただく場合があります。） 

大津市勤労福祉センター 

場 所：大津市打出浜１－６ 

ＴＥＬ：077-522-7474 

または 077-525-1105 

ＦＡＸ：077-523-3494 

開館時間 
月～土曜  午前９時～午後９時まで 
日 曜 日  午前９時～午後５時まで 

休館日  毎月第３日曜日、祝祭日、 

      年末年始（12/29～1/3） 

 

 

 

 

 

 


